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関東・東海地域地殻活動観測網における振動継続時
間を用いた地震マグニチュウードの決定
































































































































































































code（oN） （。E） （m） ψkine■とm）date
ASG35．3ユ38138．0279386 683 1979．7一3．31 3．42
ENZ35．7360138．8053807 167 1979．7一4．35 3．87
HRM35．5506139．6792一5365420 1975．1O一1．73 2．89
ICH35．4009140．1768．1462800 1979．7一3．39 3．45
IWK35．098139．8741 O 1370 1971．5一3．75 3．59
IWT35．9258139．7381一3601 103 1973．3一6．12 4．53
JIZ34．9129138．9968263 267 1976．12一4．68 4．04
MIN35．1019139．9908100 616 1971．5一3．66 3．54
MOR35．9425140．0044 1 8590 1977．3一2．38 3．06
MSK35．1934137．9391754 166 1979．7一4．88 4．13
NSI34．7870138．8040一422 178 1979．7一3．50 3．64
OHR36．3600139．6924250 318 1978．3一5．64 4．37
OKB34．9500138．2538一30 124 1977．4一4I64 4．02
SHM35．7934140．0238一2277 99 1978．4一5．22 4．10
SMB35．4157138．4834202 162 1979．7一3．94 3．70
TNR34．9078137．885266 172 1979．7一4．64 4．01
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　　　　　　　　　　　　　　－130一
　　　　　　　　　　振動継続時間を用いた地震マグニチュードの決定一石田・立川
けて印してある値は，伽イの平均値を求める際には省かれている・今回用いた地震には，
梢深発・深発地震（最深363km）も含まれている．1979年7月から9月の3ケ月間
の地震について，震源の深さO　kmから30k　m，30kmから60km，60k　m以深に
分げて，F－P時間とマグニチュードの関係を調べた結果，震源の深さによる系統的差は見
つからなかった。しかし，調べた期間も短いので，詳細は今後検討していくつもりである．
　筆者等は，ひき続き1980年6月以降稼動し始めた8点（図1の十印）についても，同
様の関係式を求めるため仕事を進めている。今後，新たに観測点が増設されるごとに，同様
の方法でF－P時間と〃トpの関係式を求めていくつもりである。
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